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日本語論文作成指導のための基礎資料を得ることを目的とし、医学系、理学系、工学系、農学系、薬学系留学生と日本語母語話

者の学位論文使用言語について調査した。また、大阪大学工学系留学生の専門分野別および博士と修士論文の使用言語における差異

について調査を行った。

その結果、医学系と理学系では、執筆者の母語を問わず、英語で学位論文を書く可能性が高いことがわかった。一方、工学系と農

学系および薬学系では、日本語使用率が比較的高く、特に漢字圏留学生の日本語使用率が高いことが明らかとなった。また、修士論

文では、博士論文と比べて漢字圏留学生の日本語使用率が一層高くなることがわかった。
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1.は じめに

理系日本語学術論文(以 下、論文)の 専門日本語に

関する研究は、一般に理工系、農学系といった分野別

に行われている1)2)3)。

一方、国際的な学術雑誌への論文投稿は英語でなさ

れており、理系の中でも分野によって使用言語が異な

る傾向が見られる。

また、論文執筆者が日本の理系大学院留学生(以 下、

留学生)の 場合、使用言語は、上記の要因に加え、論

文の合否システム、指導教員の方針、日本での就職希

望の有無 および母語が何であるか等、複数の要因に

よって選択されると考えられる。

佐藤 ・仁科4)は、東北大学の留学生指導教員を対象

としたアンケー ト調査から、日本語による読解の必要

性や問題点は、留学生が漢字圏か非漢字圏かによって

大きく異なるという指摘が、指導経験の多い教員を中

心に目立ったと報告している。

筆者らは、従来から、特に理系専門日本語教育につ

いて種々の研究を行っている5)6)。その結果、限られ

た期間に効果的な専門日本語教育を行うためには、論



文の作成等に日本語が必要な理系分野を特定し、かつ

日本語使用が必要な留学生の現状を把握した上で、有

効な教育デザインを検討する必要があると考えている。

そこで、本研究では、複数の大学における理系学位

論文の使用言語の調査を行った。また、博士論文と修

士論文とでは使用言語に差があるか調べるため、大阪

大学工学系の資料をもとに調査を行った。

2.調 査対象および調査方法

以下の2つ の調査を行った。なお、本稿では、大学

院の研究科や講座を含め、医学系、理学系等について

は 「分野」という用語を、より細分化された分野(例=

建築工学)に は 「専攻」という用語を使用する。

2,1博 士学位論文における使用言語調査

調査対象とした理系分野は、大阪大学の医学系と薬

学系、大阪大学および東京工業大学の理学系と工学系、

九州大学の農学系である。調査は、上記大学の 『博士

学位論文要旨集』およびWbbサ イ トに掲載された、

1998年 から2002年 の5年 間の情報をもとに行った。

執筆者は、日本人3499、 留学生559人 の合計4058

人であった。なお、本稿では、日本語母語話者を日本

人、非日本語母語話者を留学生と呼ぶこととする。内

訳は表1の 通りである。

調査では、医学系、薬学系、理学系、工学系、農学

系の5分 野別に、執筆者が留学生か日本人かの情報も

加えて使用言語の状況について調べ、日本人 ・留学生

別に使用言語の割合を%で 示した。

また、執筆者が留学生の場合、漢字圏か非漢字圏か

の違いにより使用言語の傾向を探った。結果は、カイ

ニ乗検定により検定した。

上記の結果をふまえ、上記5分 野の学位論文におけ

る日本語使用率の高い分野の特定を試みた。

表1調 査対象とした分野別学位論文執筆者の数(%)

2.2修 士論文における使用言語調査

対象は、1998年 から2002年 の5年 間における大阪

大学工学系留学生による修士論文の使用言語である。

修士論文使用言語は、大阪大学工学部留学生相談室に

よる 『留学生相談室だより』に掲載された情報を資料

とした。また、比較のために、大阪大学工学系の博士

論文使用言語も資料として用いた。執筆者は、修士論

文で漢字圏留学生が102人 で非漢字圏留学生が69人 、

博士論文で漢字圏留学生が102人 で非漢字圏留学生が

56人 であった。

調査は、留学生の漢字圏 ・非漢字圏別に使用言語の

状況を調査し、日本語使用率を算出した。

また、博士論文の使用言語の結果と比較しながら、

工学系の細分化された専攻で上記5年 間に5件 以上の

修士論文が提出された日本語使用率の高い専攻の特定

を試みた。 一

3.結 果

3.1博 士論文の分野別使用言語

使用言語は、全ての分野を通して、日本語か英語で

あり、その他の言語は見られなかった。以下に、 日本

語使用率の低かった分野から順に結果を報告する。

(1)医 学系および理学系

表1は 医学系、表2は 理学系の使用言語の結果を示

したものである。医学系と理学系では類似の傾向を示

し、医学系で90%以 上、理学系で80%前 後の執筆者

が英語を使用しており、母語による有意差はなかった。

表1医 学系学位論文の使用言語

表2理 学系学位論文の使用言語

(2)工 学系および農学系

表3と 表4に 示す ように、工学系で41.5%、 農学系

で22.2%の 留学生が日本語を使用 していた。



3工 立 文の吏

表4農 学系学位論文の使用言語

このうち日本語を使用した留学生はほとんどが漢字

圏留学生であり、日本語を使用した非漢字圏留学生は

例外的である傾向が認められた。特に、農学系では、

日本語を使用した留学生は、全員漢字圏留学生であっ

た。工学系では、日本語を使用した122人 のうち、112

人が漢字圏留学生であり、その割合は91.8%に のぼっ

た。

一方
、工学系と農学系の日本人に関しては、75%程

度が日本語を使用しているとい う共通点が見られた。

野でも、留学生全体より、漢字圏留学生のみの日本語

使用率が高くなっていることがわかる。

例えば、薬学系での日本語使用率は、留学生全体で

は50%で あるが、漢字圏留学生では87.5%に のぼる。

工学系での日本語使用率も、留学生全体で41.5%、 漢

字圏留学生では55.4%に 達し、半数を超えている。全

分野で調査対象とした留学生は、漢字圏が365人 、非

漢字圏が194人 であり、もともと漢字圏留学生の数が

多いことも影響しているであろう。しかし、それ以上

に、日本語による論文執筆には、漢字語彙を含む専門

的な日本語の読み書きが可能な程度に高度な漢字知識

が必要であることから、既有の漢字知識が豊富な漢字

圏留学生の方が論文執筆には有利であると考えられる。

(3)薬 学系

表5に 示すように、薬学系では、対象留学生の数は

少ないが、調査対象とした5分 野の中で、執筆者の母

語を問わず、日本語使用率が最も高く、日本人学生だ

けでなく留学生も日本語で学位論文を執筆する可能性

が比較的高いと言える。

薬学系で日本語を使用した日本人は、94.3%であり、

特に、医学系での7.3%、 および理学系での21.0%と

比較すれば、その差は顕著である。

図1分 野別留学生の学位論文使用言語の割合

表5薬 学系学位論文の使用言語

(4)留 学生の母語の背景

学位論文を執筆した留学生の母語が漢字圏であるか

非漢字圏であるかにより、使用言語を分析した結果を

図1に 示す。また、分野別の漢字圏留学生のみの日本

語使用率を図2に 示す。図1と 図2よ り、いずれの分

図2分 野別漢字圏留学生の学位論文使用言語の割合



3.2工 学系修士論文と博士論文の使用言語の比較

以下の表7と 表8の 結果を比較すると、修士論文は

博士論文より、圧倒的に日本語使用率の高いことがわ

かる。漢字圏留学生で94.1%、 非漢字圏学生でも

43.5%が 修士論文を日本語で執筆している。 したがっ

て、工学系漢字圏留学生は修士論文を日本語で執筆す

る可能性が高いと考えられる。

また、漢字圏留学生に限って結果を見ると、博士論

文でも日本語使用と英語使用がほぼ同率となっている。

この割合は、非漢字圏留学生の博士論文の英語使用が

92.9%に のぼっていることと比較すれば、大きな差が

あると言える。

さらに、工学系の細分化された専攻ごとの修士論文

の使用言語を調査 した結果、5年 間で5件 以上の論文

が提出され、かつ博士論文の日本語使用率も高い上位

3分 野は表9の ようになった。建築工学では日本語使

用率が顕著に高くなっており、各専攻においても使用

言語の傾向は異なると見られる。

なお、表9で 、環境工学で修士論文の日本語使用率

が他の分野に比べて低かった原因は、非漢字圏学生が

半数近くの割合で在籍し、他分野より多く英語を用い

る場合があったためと考えられる。

表7大 阪大学工学系留学生の修士論文使用言語

表8大 阪大学工学系留学生の博士論文使用言語

表9大 阪大学工学系留学生の修士論文と博士論文で

日本語使用率の高かった上位3分 野

4,ま とめと今後の課題

理系大学院留学生の学位論文使用言語について調査

した結果、医学系と理学系では、執筆者の母語が何で

あるかにかかわらず、英語で学位論文を書く可能性が

高いことがわかった。しかし、この結果からこれら2

分野では日本語が不要との結論を導くのは早急である。

これらの分野でも、判 立論文執筆以外の、研究室のゼ

ミでの口頭発表やそこでの資料で日本語が用いられる

か否か等、別の場面での日本語使用の可能性を検討す

る必要がある。

薬学系では他分野と比較して、調査対象数が少なか

ったものの、日本語使用率は最も高かった。工学系と

農学系では日本人は日本語使用率が高く、留学生は漢

字圏か非漢字圏かにより日本語使用率に差が見られた。

工学系や農学系において日本語使用率の高かった留学

生の多くは、漢字圏出身者であった。漢字圏留学生と

非漢字圏留学生は、薬学系が同数であった以外、どの

分野でも漢字圏留学生の方が多かった。

漢字圏留学生と非漢字圏留学生とでは、元来、漢字

の知識量と運用力が異なる。その観点から言えば、相

当の漢字力を有する一部の非漢字圏留学生は例外とし

て、一般に漢字圏留学生の方が論文の読解 ・執筆双方

に有利であると言えよう。しかし、それだけにとどま

らず、使用言語決定の要因には、各分野での英語使用

の状況や留学生自身の英語能力等も含まれると考えら

れる。つまり、使用言語決定の要因は、分野ごとの傾

向とともに、留学生の日本語および英語能力も関係 し

ていると考えられるのである。

一方
、工学分野を例とした調査では、修士論文の方

が博士論文よりも日本語使用率の高いことが明らかと

なった。これは、博士課程では、語学力も評価の対象

になっていること、および論文の完成度と国際性の高

さによると考えられる。なお、工学系修士論文では、

非漢字圏留学生でも4割 以上、漢字圏留学生では9割

以上が日本語を使用していた。修士課程では授業に出

席し多くの単位を修得することが必要なため、英語に

よる特別コースでなければ、入学時に一定以上の日本

語能力に達していることも理由の一つと考えられる。

したがって、大学院進学を目的とする留学生を対象

とした日本語予備教育プログラムでは、特に修士課程



に進学する留学生が入学後の研究活動を日本語で円滑

に行えるような専門日本語教育について検討する必要

があると考えられる。

論文使用言語の決定には、さらに研究科や指導教員

の方針が留学生に影響を与えることも十分考えられる。

また、学位論文は学会誌等の学術雑誌への投稿論文を

もとにまとめられるものである。投稿する雑誌は分野

ごとにほぼ決まり、さらに、雑誌が決まれば使用言語

も決まると考えられる。そこで、今後は、投稿論文の

使用言語決定の背景と投稿雑誌について理系留学生の

指導教員を対象にインタビュー調査を行う予定である。
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英文要旨

 This paper analyzes languages used in doctor's theses written by international students majoring in natural 

sciences at Japanese universities. The aim is to provide a framework for teaching international students 

technical Japanese writing. The fields we examined were medical science, physical science, engineering, 

agriculture, and pharmacy. We compiled statistics to show which languages both Japanese and international 

students were using. We also investigated the use of languages, examining more specialized scientific fields and 

differences between doctor's theses and master's theses, using data from international students majoring in 

engineering at Osaka University. 

   As a result of these investigations we determined that language use varied according to particular scientific 

fields. In medical and physical science, authors tend to write their theses in English, regardless of their first 

language. On the other hand, Japanese use is more frequent in engineering, agriculture, and pharmacy, 

especially amongst international students whose native written language includes characters derived from the 

Chinese. Also these students use Japanese more for their master's theses than for the doctor's theses. 

Key words: academic papers in Japanese, scientific fields, academic thesis, languages used, first language


